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問題と目的

匿名性とコミュニケーション 携帯電話の普及

が著しい。街のいたる所、電車やパスの中で呼ぴ

出し音が鳴り、歩きながら電話を片手に話す姿は、

日常の風景になっている。いつでもどこでも連絡

ができる、そして他の人と話ができる通信手段の

発達は、人々に親密なコミュニケーションをもた

らすはずで、はなかったのか。ある大学生は、「携帯

電話を購入した嬉しさで、用もないのに友人や知

人に電話し続けている自分に気がついた」と話す。

時と場所を選ばずだれとでも話せる便利な電話の

登場は、今まで目的性の強かった電話によるコミ

ュニケーションを日常の他愛ない会話の延長線上

に置き、無目的化させる一役を担っているのかも

しれない。また、いつでも呼び出しできることか

ら、自由なコミュニケーションができる反面、人

は常に他者とのコミュニケーションを強制され、

拘束される不自由な身になったともいえる。

朝日新聞に連載された「会話の風景J (1999年 1

月 27 日)の中で、 r~彼氏』代理業、はじめました!

話し相手や遊び相手が欲じいとき、添い寝や食事

の相手が欲しいとき、料金五千円」と、名刺の裏

に印刷したフリーライター(ナンパ師)を紹介し

ていた。伎の携帯電話には、二十歳前後の女性か

らたびたび電話がかかってくる。「理解なんででき

っこない。聞いてあげるだけでいい」と語る彼の

仕事は、その女性たちの言葉を「受け流す」こと

である。このような仕事の存在は、現代社会では

一人一人が孤立し、寂しさと渇いた心を抱きつつ

生きていることを象徴しているのかもしれない。

金銭を仲立ちに他人の「やさしさ」を購い空虚な
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心を埋め合わせようする人がいるから、「彼氏代理

業」が成り立つのである。この記事と同様に ~D

1 MEJ (小学館、 1998年5月21日)では、インタ

ーネットを利用した“絶対匿名コミュニケーター"

に関する記事があった。不特定の他者とのコミュ

ニケーションを求める傾向を指して、“関係が密に

なるほど本音で話さず、疎遠な関係であるほどな

んでも話す"症候群と呼ぶということである。テ

レクラによる援助交際をする人の行動や特徴は、

どこのだれであるかも知らないまま、対面した相

手に悩みや不満を相談するところにあり、この症

候群に入るという。

匿名で相手を深く知らないからこそ会話内容に

対するお互いの責任意識も弱い。このことは、相

手に対して自己開示する時の心理的圧迫や抵抗を

軽減し、その場限りの気楽な関係を作り出すこと

につながるo 人は自分の思いを話し、聞いてもら

えることで救いを感じる一面をもつが、内面的な

関わりのない一方的な関係はいずれ破綻する。互

いを尊重し合い、協力し合う関係を築くことがで

きて初めて深いコミュニケーションが成立し、人

は心から癒される。匿名「交際」の危険性は、 1998

年12月の伝言ダイヤルを利用した昏睡強盗事件で

典型的に示されている。

「モノ」化社会のコミュニケーション 人は便

利にな暮らし、快適な B常生活を追求し、さまざ

まな利器を発明してきた。めざましいコンビュー

ターの発達は、人間と機械の関係にとどまらず、

人と人との関係の在り方そのものを一変させるほ

どの力を持っている。携帯電話やインターネット

の急速な普及で人と人とのコミュニケーションに

一大変革が生じ、人間関係はまったく新しい局面

に立たされているといっても過言ではないだろう。

人々はこの変革の波に操まれて右往左往している

状態である。現代のコミュニケーション手段は、

その範囲を著しく拡大させ、容易に情報の交換を

可能にし、年齢、性、職業、地域、国の違いを越

えたいろいろな人々との交流を現実のものにした。

しかし、他方で機械を媒介にした間接的な交流は、

人を「モノ」化して認識させる傾向があるのでは

ないだろうか。通信手段の発達は、顔をつき合わ

せたつき合いの中から得られる安心感や深い人間

関係、そしてその人の暖かい徴笑みかけが、傷つ

いた心を癒す生きた関係を作り出しにくくしてい

る。大平健(1998)は「豊かさの精神病理」の中

で精神科を訪れるくモノ語り〉の人々について紹

介している。彼らの人づき合いの仕組みについて、

「人とつき合う際に、モノを介し、あるいはヒトを

モノのように扱うことで、生の感情の衝突を避け

ようとする」、さらに、「自分自身をモノ化する傾

向があります。自分をモノのように取り扱ってい

るからこそ、他人とのつき合いにモノを介在させ

たり、他人をモノのように取り扱うのが快適なの

で、す」と書いている。生の感情の衝突を避けるた

め、表面的なコミュニケーションしか築けないし、

人格形成が弱く、ごく些細な出来事でパニックを

起こし、心身症や神経症を患う傾向がある。竹内

常一 (1997)は、「知識」を情報として消費するこ

とには関心を示すが、経験をとおして「知る」こ

とを避ける反知性的傾向、または知的、精神的な

価値を自分にとって関係も意味もないものとみな

し、冷笑的な態度をとるシニシズムの傾向がいま

の子ども・若者の中にひろがっている、と指摘す

る。また、「いじめ」と裏腹な関係において「やさ

しさごっこ」がいまの子ども・若者の聞にひろが

っているという。

子どもの変化と教育現場教育現場では、従来

の教育観をもって子どもたちに接することは難し

い。指導の定石だけでは彼/彼女らの組暴な行動

や無秩序な振る舞いに太万打ちできない。学級崩

壊、不登校、いじめ、校内暴力、低学力、中途退

学者の増加と様々な問題がおこり、教師たちは対

応に苦慮している。公立小学校、中学校、高校で

発生した校内暴力の件数は、約23，600件に上るこ

とが平成 9年度の文部省の調査で明らかになった。

小学校での学級崩壊が叫ばれる中で「子どもの荒

れ」の質的変化が指摘される。東京都内の公立小

学校のベテラン養護教諭は、「集団生活になじめず

自分勝手な子は以前もいたが、今はー握りの子に

ほかの子が同調し、歯止めがきかない。自分の存

在を認めてもらうために暴れているようで、大き

な赤ん坊を相手にしているみたい」と心境を語る。

中学校の教頭先生は、「ついさつきまですごい形相

で、食ってかかっていた生徒が、数秒後には「先生、
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あのね』と甘える。スイッチが切り替わるような

感じで、顔の表情まで変わる」と言う(読売新聞、

1998年12月19日}01998年 1月に栃木県黒磯市の中

学校で女教諭が男子生徒にナイフで刺され死亡し

た事件は、社会に大きな波紋を投げかけた。その

後、少年によるナイフでの殺傷事件が続いた。今

子どもたちは不安定で、傷つきやすい心を抱きつつ、

いったいどのような大人になろうとしているのだ

ろう。

一人で外来にきて「ボクはどういう考えで、ど

う生きればよいのかわからなくなったので、教え

てほしい」と真剣に訴える小学二年生の男子。年

齢のわりには信じられないほど博識だが、「ポクは

どうしても生きていかれない。もう死ぬことに決

めた」と淡々と述べ、「先生はどうして生きている

ので、すか」と問う小学二年生の男子。これらは、

精神科医小倉清のエッセーに紹介されている例で

ある。こうした例から、松尾宣武(読売新聞、 1999

年3月3日)は、心身症、神経症、人格障害の子ど

もは、その数が増え続けているだけでなく、発症

年齢の低年齢化、症状の重症化も目立つと指摘し

ている。埼玉県内公立小中学校の「不登校」の児

童生徒数は6，314人で、全体の 2%以上(平成 9年

度)である。特に高校で、は学校生活への不適応、

中途退学者の増加の問題は深刻で、全日制3，719

人、定時制709人、合計4，428人(平成8年度県教

育局高等教育課調べ)の生徒が高校を去っている。

著者の勤務校も例外ではなく、毎年多くの中途退

学者がでる。高校全入に近い進学率の中で、親や

周囲の人から勧められて高校に入っても中途退学

してしまう。勉強する意欲がない、勉強が分から

ない、つまらない、希望の学校で、はなかった、友

達がいない、いじめ・暴力にあった、等々、進路

変更をしていった理由は千差万別である。

高校中退とその後 彼等の受入れ先が社会の中

にあり、思春期・青年期の発達課題を達成できる

環境が確保され、社会人として生きていくことが

できるのであれば学校に留まらせる必要はない。

しかし、社会には中途退学した若者を受入れ、暖

かく見守り、育てていく環境がどれだけ確保され

ているのだろうか。竹内常ーは次のように述べて

いる。「中卒、または高校中退や高卒で就職して

も、その生活はけっして安定したものではありま

せん。中卒で就職した生徒の六割弱のものが、ま

た高卒で就職した生徒の四割強のものが、三年の

聞に離職しています。転職は悪いことではありま

せんが、日本の場合、良い条件の職業に転職でき

る可能性はほとんどありません。よほどの力がな

いと、辞めた会社よりも、再就職した会社のほう

が、本人の能力を生かす職場だということはまれ

です。そのために、多くの子どもは、条件の悪い、

そして生き甲斐のない職場しか手にいれることが

できません。それも不安定なパートタイマーとな

ることのほうが多いのです。そのために、半失業、

無業におちいり、流民化し、地域にたまる青年が

少なくありません」。無職の青年が引き起こす数々

の事件が、竹内の主張を立証しているのかもしれ

ない。厳しい現実の中で、中途退学者の社会生活

には、高校生が思い悩む以上の困難があるといえ

る。しかし、厳しい青年期を彼等なりの友人関係

を支えにしてアイデンティティの確立を果たし、

自分の生きる道を探し当てる者もいる。進路変更

をしていった多くの子どもたちが、厳しくても自

分なりの生き方で社会の中で生き生きと活躍する

ことを教師は願っている。

不登校生徒が筆者の勤務校に入学してきた場合、

卒業していく確率は50%であった。この数値は、

りっぱな成績と出席日数で卒業し、さらに大学進

学を果たした生徒がいることを示している。反面、

入学はしたけれども登校はできず、休学、留年を

繰り返し進路変更をしていった生徒もいる。こう

した生徒の中には、家庭内暴力を起こしたり、引

きこもりになってしまったり、未だ自分探しの旅

をしている人もいると関心不登校の生徒の抱え

る問題と、それらに対する対応はケースパイケー

スで、どこでどの様な援助をしたらよいかわから

ず、担任及び学校の教職員は試行錯誤を繰り返し

ている。高校段階は、精神疾患の発病しやすい年

齢にあたるため、精神科医に協力を依頼すること

もある。養護教諭としては、子どもの普段の様子

や家庭の状態を良く見て観察しておき、状況を適

格に把握し判断することが大切でhある。そして、

地域のネッワークを生かしたそれぞれの子どもへ

の支援体制がとれるように努力する必要があるだ
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ろう。不登校の問題は、その子が大人になるため より留年した生徒、他の高校へ転校した生徒を

の自分探しの旅の過程で生じるものである。引き 1998年 3月31日時点で調査した。

こもりなど問題となるケースはあるにしても、い

ずれは自分自身の生きる道を見つけて旅だ、ってい

く。それほど悲観して暗く考える必要はないだろ

う。しかし、子どもが育つ上で自分の鏡になる友

人の存在は忘れてはならない。同世代の友人関係

を育くむことができるように、そして子どもの自

我が育ち自立していけるよう条件整備に子を貸す

必要があるだろう。それだけでも有効な援助にな

るのである。適切な環境の下で、生徒は自らの力

で成長する。

本研究では、現在の高校生の中途退学とそれに

影響する入学時の要因(健康、人間関係等に関す

る意識)の検討(研究1)、および多くの問題を抱

える学校教育における教育相談とカウンセリング

の在り方について検討する(研究 2)ことを目的

とする。

研 究 l

1996年に県立A高等学校に入学した生徒の中で、

その後1年間に退学、留年、または他校へ転学し

た生徒をとりあげる(中退生徒と呼ぶことにす

る)。高校入学の時点で、中退生徒は、在校生徒と

比べ、体調、身体症状、人間関係、性格等の自己

評定で違いがあるのであろうか。両者の高校入学

時点の自己評定を比較することにより、中途退学

に影響を及ぽす可能性のある要因を明らかにし、

検討することを目的とする。

方法

調査対象者調査対象者は、埼玉県立A高等学

校の l年生237名で、女子67名、男子170名であっ

た。

問診票の実施 1996年 4月に入学した生徒に健

康状態を把握するための問診票を実施した(資料

1参照)。体調、性格、人間関係など合計95項目の

質問に、該当する場合は「はい」、該当しない場合

は「いいえ」で回答させた。

高校中退者・留年者・転校生徒の調査 1996年

4月入学者のうち中途退学した生徒、単佐不足に

結果

初めにクラス別の中退者数を検討してみよう。

中途退学者は21名、留年者3名、他校への転学者

4名であった。図 1-1は各クラスの中退者数と

その%を示したものである。中退生徒・在校生徒

(2) xクラス別中退生徒数(6 )のど検定を行う

と、結果は有意で、あった (X2(5)=9.79，ρ<.0.8，

N=237)。さらに残差分析を行うとクラス 6の中

退生徒と在校生との残差は2.38と-2.38であり、

いずれも有意で、あった。クラス 6の中退者数が有

意に多くなっていることがわかる。クラス 6の中

退率は32%で、クラス 4、5の 7%と比べて4.6倍

の高率になっている。

男女別に中退者の数を示したものが図 1-2で

ある。中退生徒・在校生徒 (2)X男女(2 )のど

検定を行うと、有意な結果は得られなかった。男

子の中退・留年・転校率は12.35%、女子のそれは

10.45%であり、中退率に性差は認められなかっ

た。

図 1-3は中退生徒と在校生徒では、「暖かい季

節でも手足が冷えて困ることがある」の項目への

回答者の比率を示したものである。両要因の関係

をど検定により吟味した結果、有意傾向が認めら

れた (X2 (1) = 2.73，ρ< .10)。退学者と在学者の

項目の肯定率は 7%と2%である。退学者は在学

者の3.5倍の肯定率である。退学者の方が在学者よ

りも「暖かい季節でも手足が冷えて困ることがあ

る」と訴える傾向が強くなっている。

図 1-4は、「視力の異常」について退学者と在

学者の回答をまとめたものである。両要因の関係

をど検定により吟味した結果、有意で・あった(X2

(1) =2.69，ρ< .05)。退学者と在学者の項目の肯

定率は21%と40%で、後者は前者の 2倍の比率で

ある。在学者の方が退学者よりも「視力の異状」

があると回答する割合が有意に大きくなっている。

図 1-5は、「耳の聞こえが悪い」について退学

者と在学者の回答をまとめたものである。両要因

の関係をど検定により吟味した結果、有意傾向が

認められた (X2(1) =3.31，ρ< .07)。退学者と在
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学者の項目の肯定率は11%と3%で、前者は後者

の約 4倍弱の比率である。退学者の方が在学者よ

りも「耳のきこえが悪い」と回答する割合が有意

に大きい。

「いつも口を聞けている」の項目について退学

者と在学者の回答をまとめたものが図 1-6であ

る。両要因の関係をど検定により吟味した結果、

有意傾向が認められた {x2 (1)=7.12， ρ 

< .07)。退学者と在学者の項目の肯定率は18%と

5%で、退学者は在学者の3.6倍である。退学者の

方が在学者よりも「いつも口を聞けている」と回

答する傾向が強い。

「歯をみがいていない」の項目について退学者

と在学者の回答をまとめたものが図 1-7である。

両要因の関係をど検定により吟味した結果、有意

傾向が認められたは2(1) =5.73，ρ< .06)。退学

者と在学者の項目の肯定率は14%と4%で、退学

者の方が在学者よりも「歯をみがいていない」と

回答する割合が有意に大きい。

図 1-8は、「たびたび、ひどい歯痛で苦しむこと

がある」の項目について退学者と在学者の回答を

まとめたものである。両要因の関係をど検定によ

り吟味した結果、有意で、あったは2(1) =4.74，ρ 

< .03)。退学者と在学者の項目の肯定率は13%と

4.3%である。退学者の方が在学者よりも「歯をみ

がいていない」と回答する割合が有意に大きい。

図 1-9は、「死んで、しまいたいとか、すべての

ものから逃れたいと思う」の項目について退学者

と在学者の回答をまとめたものである。両要因の

関係をど検定により吟味した結果、有意傾向が認

められた (x2(1)=2.73，ρ< .10)。退学者と在学

者の項目の肯定率は 7%と2%で、退学者は在学

者の3.5倍の比率である。退学者の方が在学者より

も「死んで、しまいたいとか、すべてのものから逃

れたいと思う」と回答する割合が有意に大きい。

図1一10'ま、「特に恥ずかしがり屋である」の項

目について退学者と在学者の回答を図示したもの

である。両要因の関係をど検定により吟味した結

果有意傾向が認められた (x2 (1) =3.01，ρ 

< .08)。退学者と在学者の項目の肯定率は36%と

21%である。退学者の方が在学者よりも「特に恥

ずかしがり屋である」と回答する割合が有意に大

-143 

きい。

図 1-11は、「友人に対して気を許さない」の項

目について退学者と在学者の回答を図示したもの

である。両要因の関係をど検定により吟味した結

果、有意で、あった (x2(1)ニ4.01，ρ<.05)。退学

者と在学者の項目の肯定率は14%と5%で、退学

者は在学者の約3倍の比率である。退学者の方が

在学者よりも「友人に対して気を許さない」と回

答する割合が有意に大きい。

図 1-12は、「ちょっとしたことですぐ怒る」の

項目について退学者と在学者の回答を図示したも

のである。両要因の関係をど検定により吟味した

結果、有意傾向が認められた {x2 (1)=3.57，ρ 

<.06)。退学者と在学者の項目の肯定率は32%と17

%である。退学者の方が在学者よりも「ちょっと

したことですぐ怒る」と回答する割合が有意に大

きい。

なお、中退生徒の中には 1人「神経科または精

神科で治療を受けたことがある」と回答した生徒

が含まれている。

有意もしくは有意傾向が認められた項目を整理

したものが表 1である。中退生徒の方が在校生と

よりも肯定率が高い項目が多く、それらはいずれ

も消極的、否定的内容の項目である。

考 察

高校を中途で退学する生徒、留年する生徒、他

校へ転学する生徒は、全部で28名である。学年全

体の入学者237名に対する退学生徒の割合はほぽ

12%である。しかもここで取り上げた中退者は入

学後一年以内の該当者である。わずか一年の聞に

10人に一人以上が学校を去り、進級できなかった

ことになる。かなり大きい割合といわざるを得な

い。本研究では、高校1年間で中途退学する生徒

たちは、他の在学する生徒と比べ、入学時点で、す

でに何らかの特徴的な点を持ち合わせているので

はないかと予測した。そこで、高校 1年終了時ま

での中途退学者と在学者の入学当初の健康診断時

の問診票への各生徒の回答を比較することにより、

生徒の退学に影響する可能性のある要因を特定し

ようと試みた。
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グラフ内の
数値は人数
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グラフ内の
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グラフ内の
数値は人数
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との問でも打ち解けた人間関係をなかなか築かな

いことが示唆されている。そして、「死んで、しまい

たいとか、すべてのものから逃れたいと思う」傾

向が中退者には強く、厭世的な傾向も伺えるので

ある。他者との聞に壁を作り、交流が乏しく、身

体的にも不調を感じることが多く、精神的に不安

定な状態にある。これが中退者の入学当初の心身

の状態ということができるであろう。中退者の心

理的な不安定さは、「ちょっとしたことですぐ怒

る」を肯定する割合が大きいことによっても裏づ

けられている。

このように中退者は、入学当初の問診の自己評

定資料を元に統計的に見る限りでは、在校生徒に

比べ心身の健康的状態は良くない。すでに久保・

坂西(1999)は、「底辺」高校の事倒的研究で、多

くの生徒がいろいろな不定愁訴を抱えていること

を明らかにした。退学にまで至らなくてもいろい

ろな形で不調、不適応、を訴える生徒が多くいるこ

とは事実である。言い換えれば中退予備軍ともい

える生徒が多数控えているということである。埼

玉県が行った青少年の意識調査(1998)によれば、

学校教育に対して子どもが「いやだ」と思う事が

らは、中学生になると大きく変化する。ー住は「成

績がなかなか上がらないJ (45%)、次いで、「嫌い

な先生がいるJ (35%)、rr勉強がわからないJ (約

25%) と続いている。成績が上がらない悩みは中

学 1年生では30%であるが、中学2年生になると

45%に増加する。勉強と成績に圧迫される中学校

生活の中で、子どもが一番楽しいと思う時は、「友

だちと話しているときJ (80-90%)で、どの学年

でも仲間同士の人間関係がいかに重要な住置を占

めているかがよくわかる。受験の重圧を友だち関

係でかろうじて切り抜けている中学生の姿が垣間

見えてくる。高校中退者には、他者との交流を避

ける傾向が認められ、登校を促す最も強い誘因の

一つである仲間関係で孤立している可能性がある。

本研究の結果を見ると、頭痛や腹痛や勉強嫌い

などの特定の要因が高校中退に強く作用するとい

うよりも、中学校までの成績、学校生活で身につ

けてきた学校教育に対する否定的態度や対人関係

上の問題などが、高校生活全体に対する無目的や

消極性を生み出し、そのことが退学につながると

表 l 中退生徒と在学生徒の回答に違いの認められた項目

の一覧

t
i
n
4
9
d
8
ι
τ
F
b
c
υ
η
t
 

8

9

m

 

暖かい季節でも手足が冷えて困ることがある

視力異状がある*

耳の聞こえが悪い

いつも口を開けている

歯をみがいていない

たびたびひどい歯痛で苦しむことがある

死んでしまいたいとか、すべてのものから逃れたい

と思う

特に恥ずかしがり屋である

友人に対して気を許きない

ちょっとしたことですぐ怒る

(注)脅印の項目は在校生徒の方が中退生徒より肯定率が高い。

その他の項目は中退生徒の方が在校生より肯定率が高い。

分析の結果、問診票95項目のうち10項目で、退

学生徒と在校生徒との間で有意な回答の違い、な

いしは有意傾向が認められた。この10項目全体を

みて言えることは、退学者は在学者に比べて入学

時点で、自分自身の心身の状態を消極的ないしは

否定的に受けとめ評定しているということである。

すでに、多くの高校生には、就寝時間の遅さや、

食事の不規則化などで生活習慣が崩れている、あ

るいは確立されていないことが示唆されている

(久保・坂西、 1999)。本研究でも、「歯をみがいて

いない」生徒が中退生徒に多く、生活習慣の乱れ

が暗示されているし、そのことが日常の健康管理

にも影響していることが伺える。つまり、歯をみ

がかないことが「たびたびひどい歯痛で苦しむ」

ことへとつながっていると想像できるのである。

また、中退生徒の心理的な問題が身体的な面に影

響しているかもしれないと推定させる結果がいく

つか見られる。「暖かい季節でも手足が冷えて困る

ことがある」、「耳の聞こえが悪い」、「いつも口を

開けている」などは、因果関係はともかく、心理

的身体的に不安定な状態を中退生徒が強く意識し

ていることを示すものであろう。さらに、注意す

べき点は、中退者が対人関係に敏感で、あり、警戒

心を強く持っていると考えられることである。例

えば、「特に恥ずかしがり屋である」との自己認知

は中退生徒で強く、他者を意識し内向しやすい傾

向を示している。「友人に対して気を許さない」傾

向も、一般の在学生に比べ中退生徒に強く、友人
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解釈するのが妥当で、あろう。中学生のほとんどが、

友だちとの関わりをかけがえのないものとしてい

るのに比し、中退生徒が厭世的傾向を強く持ち、

友だちに対しても気を許さないことは、彼らの高

校生活を色槌せたものにしている大きな原因と考

えられるのである。このことは、クラス別の中退

率に差が見られたことからも示唆されることであ

る。中退率が最も高かったクラス 6は、この高校

においては特徴のあるクラスである。本校は、昭

和54年に男女共学・普通科の高等学校として開校

された。昭和63年には千名を越える学生がいたが、

現在は減少して700名程度の規模となっている。平

成 4年より普通科に加えて、国際文化コース 1ク

ラスを設置して生徒募集を行っている。このコー

スの特色は、英語を中心として国際理解のための

科目を多く組んだ教育課程になっている点にある。

さらに、国籍の違う生徒をも積極的に受け入れて、

国際理解に関心を向けるようにしている。コース

設置当初は人気があったが、ここ数年の生徒募集

では定員割れをおこす事態となっている。このた

め普通科クラスに比較して、生徒個人個人の学力

に著しい差が生じている。また、中学校での欠席

日数の多い生徒も入学してきている。調査で中途

退学者の割合が6組だけ高かったのは、国際文化

コースのクラスという以上のような事情があるた

めである。けれども、このクラスは、 3年間一緒

に学ぶため、 1年終了時の中途退学者を出すと一

応の落ち着きを見る傾向がある。

学校では、毎年4月から 6月末日までに様々な

定期健康診断を実施し、生徒の健康を把握してい

る。そのうちの一つである歯科検診では、う歯の

他に歯周疾患や歯列岐合に問題を持つ生徒が多く

いる。原因として、歯科検診項目の変更により歯

周疾患や歯列岐合を重点的に見るようになったこ

とにもよるが、近年の柔らかい食物の普及や噛む

習慣の欠知といった社会環境や生活環境の変化が、

子どもの健康状態に大きな影響を及ぽしていると

考えられる。さらに、間食や歯磨きをしないなど

の生活習慣の乱れも指摘できる。中途退学者と在

学者の比較では、退学者に歯を磨かない、歯痛を

感じる、口を開けている等の割合が大きかった。

子どもの生活環境の変化や生活習慣の乱れが、こ
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のような自覚症状を生み出していると推測できる。

今後、歯科検診結果と問診票の結果を照合して見

ていくのも中退者を理解する上で有益で、あろう。

就職者が多い上記の高校の生徒は、劣等感を強

く抱いていたり、自尊感情が弱い傾向がある。小・

中学校時代は、人の言う事に黙々と従い、親や教

師からは「その他大勢」として無視されることが

多かったのかもしれない。自己表現がうまくでき

ず、パニックを起こす生徒もいる。それで、も、教

師の励ましゃこまやかな指導によって、自分にで

きることがあることを発見し、自信をつけ、伸ぴ

伸びとした高校3年間を過ごし、卒業していく生

徒もたくさんいる。他方で、指導からこぽれてし

まった中途退学者がいる。

今回の調査では、 28名の中途退学者(転学・留

年を含む)と在学生を比較した。希望に燃えて入

学してきたはずの新入生が問題行動をおこしたり、

欠席・遅刻・早退を繰り返し授業についていけな

くなる。中退していく生徒は、特徴的な点を持っ

ていた。退学者は友人に対して気を許さず、ちょ

っとしたことですぐ怒るといった傾向があった。

人間関係に不信感を持っている事が伺える。なぜ

人間関係に不信感を持っているのか、中途退学し

た生徒の回答はこうである。「先生たちと話すこと

がなかった」。さらに、「定時制高校へきて、初め

て先生たちといろいろな話をした。先生たちが暖

かい!J という答えもあった。この言葉には強い

衝撃を受けた。中途退学をしていく生徒には、学

校への複雑な思いがあるようだ。筆者が訪れた中

途退学した生徒の通う定時制高校の先生からは、

「高校への入学を許可したのなら、最後まで面倒を

見て卒業させるようにしてほしい。ダメだからと

いって、安易に定時制高校への転編入を期待した

指導をしないで、ほしい」と言われた。小・中学校

及び幼少時からの生育環境で養われた人間不信の

感情は、中途退学という厳しい現実のもとでさら

に増幅されるようである。著者も以前に定時制高

校へ勤務していたころ、人間不信と教師不信の強

い転編入生は扱いづらいと，思った経験がある。そ

のため、定時制高校の先生と生徒の言葉はよく理

解できた。思春期から青年期前期に移行していく

この時期、中途退学は現実に生徒が直面する重い



課題である。先生及ぴ仲間とのコミュニケーショ

ンを持っている定時制高校生は、生き生きとした

「いい顔」をしていた。全日制高校は生徒数が多

く、服装や単位修得に関する様々な規定もある。

即座の対応を迫られるため、問題行動を起こす生

徒に対して、たっぷりと時間をかけて話し合い、

生徒が心を聞くまで粘り強く待つ指導を行うには、

難しい面がある。しかし、人間関係が希薄化して

いる現代だからこそ、人間不信に陥入っている子

どもを救うことは大切になってきている。難しい

からと言って、退学させる方向へと指導を性急に

収束させてしまうのは避けなければならない。

全国に10万人を越える不登校児童生徒がいる中

で、勤務校への不登校傾向の入学者も増加してい

る。しかし、小学校、中学校で不登校だ、ったから

と言って、高校でも不登校になるとは限らない。

不登校傾向のある生徒として入学してきても、何

の問題もなかったり、少々の問題はあっても単住

修得が認められ高校を卒業していった生徒もいる。

入学後も不登校が続き中途退学をした生徒と不登

校を抜け出し卒業した生徒の割合は半々であった。

不登校の原因や理由及びその子ども自身の精神状

態は様々であり、不登校を脱出できるかどうかは

一様には語れない。登校拒否児は、うつ病と不安

障害の症状が重複していたり、不登校が精神分裂

病の発症であったなどの例があるため、十分注意

しなければならない。調査では、「死んでしまいた

い」とか「すべての物から逃れたい」と思う人が、

退学者・在学者ともに数人いた。過去に自殺企図

の生徒もいた。いろいろなサインを見逃さず、思

春期の徴妙な心の揺れを理解し、一人ではなく、

自分を大切に，思っている仲間がいることを生徒が

感じとれる、行き届いた指導を考えていかなけれ

ばならない。ケースによっては、精神分裂病、う

つ病、人格障害、神経症などに関係する抑うつ状

態からの自殺企図もある。医療機関や相談活動の

ネットワークと密接に連携を取り、学校はその子

が自立していくためにどの様な支援活動ができる

か検討していくことも重要である。

研究 2

研究 1では、高校中退者の問題を中心に取り上

げた。すでに久保・坂西 (1999)は、高校生の不

定愁訴と家庭・学校生活について検討した。研究

2では、これらの研究を念頭に置きながら、高校

教育の現場の事情を考慮しながら、養護教諭の視

点を通して教育相談とカウンセリングの教育実践

における効用について幅広く考察したい。

l 学校教育相談活動

高等学校への進学率は、昭和25年に43%だ、った

ものが平成9年には97%になった。ちなみに大学

進学率は昭和30年が10%、平成9年が47%である

(総務庁青少年対策本部、 1999)。高校・大学への

進学率が高まるにつれ、青年期のモラトリアム化

が進み、アイデンティティの確立に悩む青年が増

加してくる。進学率の向上は、優秀で、均一的な多

数の工業労働者を生み出し、驚異的な経済発展の

基盤を作りだした。しかし、一方で、学歴信仰が一

人歩きするようになり、エリートを作り出す進学

校と一般労働者を作り出すいわゆる一般校や「教

育困難校」に、偏差値でランクづけされるように

なった。ランクづけは成績だけではなく人物評価

にまで拡大された。「教育困難校」とされた学校へ

は、勉強に対する強い劣等感と自尊感情がもてな

い子どもたちが多数入学してくる。“皆が行くから

自分も行く"“親が行けというから来た"“こんな

学校へは来たくなかったけれど、行くところがな

いので来た"など、勉学意欲のもてないまま高校

生活をスタートする。反面、進学校でも自己中心

的な生徒や勉強以外は何もできない生徒の存在が

あり、進学競争と学校間格差は子どもたちの人格

形成に大きな歪みを生じさせている。学校の成績

のみが偏重され、価値観の一元化が起こっている

のである。こうした状況の中で、青年期にある生

徒は自己の存在価値を確認し、自分っくりをする

ために、必死に自己主張をする。その一つが、高

校生ファションであろう。ルーズソックス、ミニ

スカート、腰ノfン、マニュキュア、ピアス、化粧、

金髪、日焼けサロンで焼いた肌、ポケベル、携帯

電話などがあり、これらの服装や持ち物を身につ

に
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け所持する背景にはマスコミ文化の大きく深い影

響がある。勤務校でも、同様の姿をした生徒がい

る。就職先の企業や周辺地域からの評判は必ずし

も芳しくない。就職活動に影響するためやむなく

学校では服装指導を実施し、従来の高校生らしい

とされる服装に準じて、ある程度のところで外見

を整えつじつま合わせを行う。しかし、青春を謡

歌する彼等は教師の苦悩にもかかわらず、指導に

対して激しく「抵抗」する。“たかが服装指導、さ

れど服装指導"、これが教育現場の現実の姿であ

る。教師と生徒の聞のこうしたくい違いは、両者

の信頼関係を築く妨げになる。竹内常一 (1997)

は、「今日の、コミュニティとしての学校はマスコ

ミ文化に強く支配されているために、子どもたち

は仲間集団を形成するとき、マスコミ文化への同

調競争に駆り立てられることが多く、それに同調

しないものにたいしていじめ、迫害を加える傾向

もまたきわめて強い」といっている。流行にのら

ないと仲間はずれにされてしまうため、彼等は流

行にのった服装をしているのかもしれない。流行

が去った後、高校生時代を肯定的にとらえ「懐か

しい思い出」とするのか、否定的に「恥ずかしい

姿」とらえるか、自分の姿をどの様に回想するの

だろうか。

親からの心理的離手しを果たし自己を確立するた

めに、仲間集団の価値観を受け入れることが絶対

に必要なものと思い込むことがある。コールマン

(Coleman，].C.)は、仲間関係が青年にとって重要

な意義を持つとして次の 3点をあげている。「第一

に、同じ体験を共有する仲間からの援助や支えを

必要とする。第二に、自分に自信が持てず悩んで

いるときでも、親を頼らず、仲間を頼るようにな

る。第三に、どのような行動が社会に受け入れら

れるか、自分の欲求はどうすれば社会と折り合い

がつくか、どのような役割ならば自分として引き

受けることができるかは、仲間とのかかわりや、

やりとりを通して学んでいく J (久世敏雄、

1996)。服装指導を初めとして生徒を指導をする際

には、思春期・青年期における仲間関係の大切さ

を忘れてはならない。教師側から押しつけるだけ

の指導は反発を招いたり、表面的な効果しか持ち

得ず、抑圧された不満は彼等の人格形成に否定的

な影響を持つことになろう。遅刻指導の一環とし

て閉じた校門に女子高校生か挟まれ死亡した事件、

授業に遅れた生徒を詰問した女教諭をナイフで刺

殺した事件がある。教育し指導する教師、それを

受ける生徒、両者にとって学校生活は命がけの社

会が出現してきた。教師の力による上からの指示

や命令ではなく、問題を提起して生徒自身に考え

させ、ルール作りをさせるなど、指導の仕方や方

向を改善する工夫がなければならない。

国分康孝(1998)は、「生きる意味が見いだせな

い、何をしたらよいかわからない」と訴える実存

神経症の人が現代社会でふえていると指摘し、そ

の原因をあげる。「まず、現代社会では依存できる

安定性のある価値観が粉砕された。第二に、社会

の都市化傾向がある。都市化した社会では、お互

いに見ず知らずの人が共存する。したがって、人

づき合いが表面的なものになり、甘え甘えられる

関係を相互にもつことができなくなる。つまり相

互依存的な関係がなくなり、自分に頼ることにな

らざるを得ない。その結果、慢性の孤独に陥る。

第三に、伝統的な考えには人生を不幸にするもの

があることに気づきだしたことである。第四に、

現代の自己疎外を挙げることができる。現代はオ

ーガニゼーション(組織)の時代である。何らか

の組織に属するとは、組織の期待する行動様式に

自分をあわせることである。自分をあわせること

によって、本当の自分の願いを殺してしまう。こ

れが自己疎外である」といっている。社会の都市

化は、子どもたちが群れて遊ぶ場所をなくし、貴

重なギャング・エイジを消失させた。ファミコン

ゲームやパソコン・情報機器の普及は、戸外に出

る事なく一人で遊べる環境を提供した。子どもた

ちは、他者とのつき合い方に不器用で、あり、葛藤

のある人間関係を避け、表面的な人間関係に終始

している。大人も子どもも人間関係が希薄になり、

人心は荒んで、きたといわれる。教育改革で、「ここ

ろの教育」が叫ばれるのは、こうした社会事情を

反映している。

最近では、論理療法やゲシュタルト療法、現存

在分析、交流分析、ロゴ・セラピ一、あるがまま

の感覚を感じとるフォーカシング、心と心のふれ

あいの場を提供するエンカウンターなどが注目さ
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れてきている。これらのカウンセリング療法や

様々な技法は、学校現場でどの様に利用し得るの

かが大きな課題であろう。埼玉大学付属中学校の

総合学習「保健」の授業で、エンカウンターのエ

クサスサイズをもちいたグループ学習を行ってい

た。興味深く見学させてもらった。同様な指導を

高等学校で普及させるには時聞がかかるだろうが、

人間関係を育てるカウンセリング技法としてエン

カウンターや自己主張訓練、社会的技能訓練は有

効である。教科選択制が進む教育課程の中で、こ

れらの総合的な学習がどの様に住置づけられてい

くのかが問題である。埼玉県の教職員研修では、

簡単なエンカウンターのエクササイズや傾聴訓練、

自己主張訓練などが加えられているようである。

また、希望研修などの中でもこれらを学ぶ機会が

ある。肝心なことは、本人が必要性を感じ、興味

関心を持って、意識して学ぶことである。授業に

生かせるか否かは、一人一人の教師の考え方次第

である。カウンセリング技法には、教師が教育実

践の過程で試行錯誤の中から身につけた指導方法

と似通っている部分がある。人間関係が希薄にな

っている現代社会だからこそ、生徒同士の人間関

係を育てるためにも、様々なカウンセリング技法

と教師個人の今までの経験を有機的に結ぴつけた、

新たな指導方法を模索する必要がある。多くの高

校生は、教師や親の言う事より仲間集団に信頼を

寄せる傾向が強い。仲間同士のカウンセリングに

注目しなければならないだろう。効果的なグルー

フ。カウセリングまたはピアカウンセリングになる

ように、生f走たちにカウンセリングについての知

識を普及しながら、学年を取り払った異学年の生

徒の交流と人間関係を育成することも大切で、あろ

う。多面的な取り組みをするためには、教育相談

の組織化が重要で、ある。

2 カウンセリング・マインド

学校現場では子どもたちを理解するために“カ

ウセリングマインドをもった指導を!"と叫ばれ

ている。教師は子どもたちの心を理解しようと

日々奮闘している。しかし、マスコミに刺激、誘

導され、めまぐるしく脱皮を繰り返す彼等を理解

することは容易なことではない。カウンセリン

グ・マインドを持った受容的な指導を意図したに

もかかわらず、自己中心的な生徒を甘やかす結果

に陥る危険もある。前述した服装指導にも、この

危険性が潜んでいる。現在小学校では学級崩壊が

叫ばれているが、高等学校の学級経営でも同様な

事態が起こっているのではないか。一人の自己中

心的な子どもの振る舞いを許してしまうことで、

同調して騒ぐ子どもたちを生み出してしまう。以

前は大半の生徒が基本的な社会的ルールを身につ

けており、今日のように同調して騒ぐ子どもは少

なかった。社会の変化とともに親と子どもの意

識・行動も質的に大きく変化したようだ。

授業が理解できなくて、「イライラ」がつのり生

徒が騒ぐということもある。低学力の問題は深刻

で、小学校七割・中学校五割・高校三割の子ども

しか授業についていけない現状があり、七・五・

三と言われている。分かる授業や基礎学力をつけ

る授業はとても重要なことである。成績一辺倒な

評価をして劣等感を植えつけてしまう教師の態度

は、改めなくてはならない。子どもたちが持って

いる様々なすぐれた個性を発見して、褒めて、育

てる指導を、そして社会的に受け入れられない行

動と結ぴつく個性は注意し是正する指導を、教師

はカウンセリング・マインドを持ちなが、教育活

動の中で追求すべきであろう。カウンセリング・

マインドをもった指導は、コミュニケーションの

し方や教師自身のあり方を改めて問い直すことな

のかもしれない。以前に比べ教師に対する親の不

信感はますます強くなっている。また、マスコミ

が教育現場の実情、窮状を理解をもって公平に報

道しているとは必ずしも言えないし、社会、父母、

生徒に及ぽすその影響力は無視できない。学校教

育が担う社会的役割と混迷する現状を改善しよう

とする努力を、広く正しく理解してもらうために

も、学校は積極的に情報を公開していかなければ

ならないだろう。

養護教諭がおこなう保健室経営において、カウ

ンセリング・マインドを持って生徒と接すること

は大切で、ある。しかし、限りない「甘え」と身勝

手な自己の正当化を繰り返す生徒も多く、受容す

るばかりの対応では社会性ある行動を生徒に獲得

させることはできない。生徒の際限のない「甘え」
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は、カウンセリング場面における極端な退行現象

と似ているのかもしれない。保健室で、の生徒への

対応では、共感的理解を持って受容しなければな

らない生徒と、社会性を獲得させるために厳しく

接しなければならない生徒の見極めをどこでする

かが難しい問題となる。教師によるこの見極めの

違いは経験の差であり、養護教諭の考え方や人間

性(価値観)の差でもあろう。勤務校では新入生

を迎えた 4月から 5月に、 1年生が保健室をよく

訪れる。ほとんどの生徒は授業チャイムが鳴ると

教室に急いで、帰るが、授業に出たくない生徒や学

校に不満を持ち勉学意欲の弱い生徒は居続けよう

とする。義務教育では所定の年齢になると進級し

卒業できるが、高校教育では授業に出席して単佐

を修得しないと進級・卒業はできない。彼等の多

くは、この現実が理解できないようである。人格

的に未成熟な部分を残す彼等は、社会や学校の基

本的なルールについても甘えが許されると思い、

自分勝手な行動をすることが多い。学期末や年度

末になって進級が危ぶまれ、原級留置という厳し

い結果を背負うことになる。その時初めてことの

重大さに気づき、今までの放坪な学校生活を後悔

する。保健室登校も教職員との連携がうまくいか

ないときは、養護教諭一人で問題を抱え込むこと

になる。親は、学校に行っているのだから、卒業

できるのではないかと淡い期待を抱く。しかし、

現行では、規定の出席日数に達しない場合には単

佐は認定されない。結局、中途退学の道を選ばな

ければならなくなり、学校を去って行かさ。るを得

ない。転学して他の学校で再出発し、卒業して社

会に巣立ち、立派に働いている生徒の様子を聞く

ときはとてもt喜しい。家に引きこもっていたり、

転職を繰り返して失職し「ブラフゃラ」していると

聞くと心が痛む。在学中にもっと違った支援の方

法があったので、はないか、カウンセリング・マイ

ンドを持った指導ができていなかったのではない

かと、保健室経営のあり方について悩む日が続く。

新学期早々の 4月、 5月に問題行動を起こす新入

生がいるが、この時期保健室は健康診断等で多忙

を極めている。そのためこれらの生徒を保健室で

は受け入れられない現実がある。埼玉県の小・中

学校では、さわやか相談員やボランティア相談員
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が活躍している。相談員の配置が決定され実施さ

れたのは数年前からで、現時点ではまだこの制度

も相談員も学校組織に馴染んで、いないため、混乱

や問題がある。今後は、経験を積み重ねていくこ

とで問題は徐々に解決されていくだろう。ある相

談員は、「いのちの電話の相談員をしていたとき

は、資質を高めるためにいろいろな研修を受ける

機会があったのに、今は何もありません。そして、

悩んだときも教職員との連携がうまくいかなくて

困っています」と語っていた。相談活動の難しさ

の理解とともに、制度を充実させるための改善の

必要性を感じる。

高等学校では、教科選択制によりたくさんの講

座を同時に開くため、教員の忙しさは増加した。

生徒とゆっくり話す時間が作れない中で、対応や

人間関係を事務的に処理するしかなくなってきて

いる。一方で、は、毎年たくさんの中途退学者がで

ている。退学理由は様々であり、一律の対処では

どうなるものでもない。背後に生徒の悩み・苦し

みがあることを忘れてはならないだろう。生徒一

人一人の将来を視野にいれた教育を考えなければ

ならない。生徒・親・教師の間で十分な話し合い・

触れ合いをもち理解を深めることで、その子ども

なりの前向きな姿勢が生まれてくると考える。あ

る定時制高校の生徒は、「全日制と違い、先生が暖

かい!J と言っていた。この言葉は非常に重いと

思う。子どもたちは、教師との接触を望んで、いる。

多忙を口実にして生徒を避けてはいけない。“今の

子どもは何を考えているのかわからない。宇宙人

みたいだ。"と突き放して見るのではなく、子ども

の中に飛び込み、彼等の感性を理解することが教

師や親に求められていることなのかもしれない。

指導という一方的なコミュニケーションではなく、

受容と共感によって相互的コミュニケーションを

図ることで子どもの心は聞かれると思う。 1学期

の保健室は非常に忙しいが、忙しさを口実にせず、

カウンセリング・マインドを持ち、生徒が心を開

くまで忍耐強く待つ指導を心がけたいと思う。同

時に、教育相談や生徒指導を担当する教師や学年

団と協力していく体制を作ることが重要で、ある。



3 ヘルス・カウンセリング

ヘルス・カウセリングとは、医師が中心となっ

て行う診察型と保健婦・養護教諭・一般教諭が行

うカウンセリング型がある。後者は、日常生活を

送る上で生じた健康問題のうち、医学ではあまり

問題として取り上げられない軽微病状などに対し、

相手の気持ちゃ立場を理解して、共に解決してい

こうとする支援活動である(国分康孝、 1998)。保

健室には毎日、外科的な傷害や内科的な頭痛、腹

痛、不快感などの症状を訴えて来室する生徒が多

数いる。それらの生徒に対して、的確な保健指導

と健康教育を行うのが養護教諭の仕事である。悩

みを抱えている子どもの心を理解し、訴えている

症状の裏にある原因を除去するための支援体制を

考えないと、教育活動がすすまない状況が出現し

てきた。ヘルス・カウンセリングが重要になって

きた理由はここにある。保健室での問題が、学校

教育活動全体の問題となってきたのである。保健

室の診断では、視診・聴診・触診がとりわけ重要

な意味を持っている。生徒が発する非言語的コミ

ュニケーションの意味を、機敏に察知しなければ

ならない。傾聴訓練やサイレント・スピーチの読

み取り訓練は聴診や視診を的確に行うために役立

つ。非言語的コミュニケーションの専門家ウォー

レン・ラムは、「言葉は不十分なものであり、相手

を欺くものであり、不要なものであるばかりか、

言葉が伝える情報はあまりにも少ないため、耳で

聞くより目で見る方が、はるかに興味深い情報が

得られるものだ」と語っている(ディビット・ル

イス、 1998)。保健室のドアを聞け入室しで来た生

徒が体の動きで表現するサイレント・スピーチを

的確に読み取ることが重要になる。豊かなコミュ

ニケーションを築くために、サイレント・スピー

チのルールについて幾っか紹介する。

O目の威力 視線をはずすときは、必ず下にはず

すこと。普通 3秒以上相手を見つめてはならない。

目を会わせた後、ちょっと視線をはずすこと。

O空間の活用 相手の個人空間に意図的に侵犯す

ることで、互いの親密度を高めることができる。

ただし、そのときは、必ず言葉による称賛か温か

い激励を意味するサイレント・スピーチ・シグナ

ルを発しなければならない。相手が座っている場

合、けっして立ったままで、いないこと。

o協力的な気分 アイ・コンタクトをして、優し

く微笑みながら首を傾ける。

o本音を読む 偏見のない心で接する。不安を見

抜くには、顔や手足の動きに注目しよう。嘘だと

分かる手掛かり、身振りがいつもより控え目にな

り、顔に触る頻度が増えたら要注意だ。手をこす

る、耳や鼻や頬を引っ張ったり、さわったりする、

などのしぐさも現れる。敵意を含む嘘は、足や手

や口に現れる攻撃的な動作から見抜ける。

高校での生活は、疾風怒涛の思春期から青年期

に移る生徒の人生の大事な節目の時期にあたる。

注意すべき点は、この時期は、精神疾患発病の好

発期と重なることである。精神疾患は治癒の困難

な病気であったが、早期発見・早期治療、薬物療

法の進歩により治療や社会生活が可能になった。

保健室では生徒の症状を見極めて、早期に医療機

関を受診させるよう保護者にアドバイスすること、

受診後は治療状況を確認して、子どもの心をケア

していくことが大切になる。薬の副作用を心配し

て服薬を勝手にやめてしまったり、医療受診をし

なくなり症状を悪化させてしまうケースもあり、

継続的な注意が必要で、ある。以下は精神疾患の初

期症状についてである。

精神介裂病=初期介裂病の症状について

(1)自生体験:とりとめのない種々の考えやイ

メージなどが、次々と浮かんで、くる。「自分で

意識して考えていることと無関係な考えが、

発作的にどんどん押し寄せてくる。」

(2)気付き行進:種々の些細な知覚刺激が意図

せずに気付かれ、そのことによって注意がそ

れる。「不意の物音に敏感になった。授業中に

鉛筆が落ちたりしただけでひ。っくりして『キ

ャー』などと声を上げてしまう。」

(3)漠とした被注察感:どことなく周りから見

られている感じ。「人込みの中や自室に一人い

るときでも、まわりに意識されていると感じ

る。」

(4)緊迫困惑気分:何かが差し迫っているよう

で緊張を要するものの、なぜそんな気持ちに

なるのかわからなくて戸惑っているというよ
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うな、緊迫の自生とそれに対する困惑からな

る気分。

そのほか、即時記憶の障害、即時理解の障害、

思路構成の障害などの症状も重要だ。これらの初

期症状は、不登校生徒と共通するところがある。

実際、不登校だと思っていたら精神分裂病であっ

た事例をカウンセラーが報告していた。内向的で

暗く、友達から孤立している分裂気質を持った生

徒は、十分注意して観察をする必要があると言う

指摘があった(島上クリニック事例検討会、 1993

年3月19日より)。分裂病の症状として、以下の障

害がある。詳しくは、 DSM-4.、 1CD-10な

どを参照してほしい。

(1)意欲・行動の障害

( 2 )感情の障害

( 3)思考の障害(思路障害、思考障害)

( 4 )知覚の障害(幻覚、幻聴、幻視)

( 5) 自我障害(させられ体験、思考伝播、思

考吹入、思考奪取)

( 6) その他(病識欠如、身体症状(不眠・食

欲低下・便秘・下痢など)) 

操うつ病(気介障害)の症状について

操うつ病は、感情(または気分)の抑うつや落

ち込み、または高揚や高ぶりへの異常な変動を基

本症状とするもので、二次的に思考と意欲および

行動の面における精神症状とともに身体症状も現

れるものである(表 2-1)。操うつ病は双極性気

分障害であり、うつ病相だけの場合は単極性気分

障害である。

図 2-1では、行為障害には、登校拒否や怠学

の一部、攻撃、暴行非行などが入る。心気症や心

身症には、周期性幅吐、疹痛、目指息、過敏性大腸

炎、摂食障害などが入る。習癖には、チック、 ト

ウレット症候群、不安障害には、分離不安、回避

性性格、登校拒否、依存抑欝、愛着障害などが入

る。

図 2-2は不登校における精神的問題の背景を

示したものである。不登校の子どもには、うつ病

と、不安障害の症状がかなり重複している。回避

性障害は、見知らぬ人と接触することに対して過

度にしりごみする傾向を、過剰不安障害は、非現

実的な不安を持続して感じる傾向をさす。

4 問題行動と社会・家庭との関わり

現代は家族計画がすすみ夫婦の話し合いで、子

どもは一人ないし二人とする家庭がほとんどであ

る。計画して作る家族であるため、多大な期待を

よせて子育てをする。しかし企業戦士である夫は

父親という役割を果たさず、母親は子育ての責任

を一身に背貰う。厚生省が出した父親の育児参加

を求める広告は、育児がもっぱら母親の子に委ね

られている現実をよく表している。家事の電化及

び狭い住宅事情で、子どもが家事の手伝いをする

必要がなくなってきた。さらに高度経済成長を軸

にした社会の発展は、高等教育への進学率を高め、

「学歴信仰」を行きわたらせた。このため“お受験"

や習い事、塾が隆盛を極め、乳幼児期からの早期

教育に拍車をかけている。親の期待に沿おうと“良

い子"を演じてきた子どもも、思春期、青年期に

さしかかるとアイデンティティを確立し、自立を

するために試行錯誤を繰り返す。親の価値観に縛

られていた子どもほど、「自分くずしJ r自分っく

り」に困難を感じる傾向が強いともいわれる。子

どものこうした葛藤とその解決は、大人になるた

めの重要な過程であり、発達課題でもある。

子どもの思春期は、親にとってもライフサイク

ルの一大転換期であり、一人の人としての生き方

が問われている時期である。子どもの問題行動を

語るとき、学校はとかく養育態度や家庭環境など

の原因探しをして、親の態度を硬化させてしまう。

一方的に親を責めるのではなく、学校と親が協力

して、その子どもの「自分っくり」に対してどの

ような援助ができるかを話し合うことが大切だ。

話し合いを重ねる中で、親が心を聞いてくれる状

態が生まれたら、家族療法で使われるジェノグラ

ムや交流分析のエゴグラムを使用して、親に家庭

を振り返ってもらい、親子の葛藤に気づいてもら

うことも有効で、ある。家族の不安定な勢力関係を

調整するために、子どもとの接触について具体的

な提案をすることも可能になろう。例えば、子ど

もとのコミュニケーションを阻む言葉かけはしな

いこと、子どもとの物理的・心理的距離を保つた

めに母親自身が自分の人生を生きること、夫婦関

一 157-



(中根、 1990より)

幼児および
低学年児童

高学年児童

学齢前児童 および青年

遊ぴの障害 怒りっぽいこと 思い悩むこと

興奮 自信のないこと 自殺念慮

遊ぴの障害 劣等感

社会性の障害 事1Iうつ

学習障害

身
精神症{.' 

症
状 状

泣き叫ぶ発作 遺尿(5歳以後)

遺糞症(3歳以後) 夜糞症

睡眠障害 性器いじり

頭部振戦 泣き叫ぶ発作

食欲障害 頭痛
L一一一一ーー『 一

年齢別に見た児童と青年の抑欝表 2-1 

図 2-2 不登校における精神的問題の背景(欝病、

不安障害、行為障害などを中心に)(中根、

1990より)

聞の家庭内文化の伝達、継承の問題として、ア夕、

ルト・チルドレンや心的外傷後の不適応が注目さ

れている。家庭における幼児虐待を原因とする解

離性障害もあるから、学校の教育相談はプライパ

シーを考慮しつつ、チームでことにあたる体制が

必要で、ある。場合によっては、問題を学校だけで

抱え込まず、地域の医療や相談機関、行政の専門

家に任せることも必要になるだろう。

心気症や心身症
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図2ー| 児童・青年期における抑欝症候群(中根、

1990より)

係を修正し意見を統ーして子どもに接すること、

子ども自身に家族の一員としての責任感を持たせ

る工夫をすることなどである。これらは、一般シ

ステム論に基づく家族療法の考え方である。子ど

もの問題は家庭及び夫婦の問題であるから、家族

全員を対象として考えるべきである。最近、世代

-158-



5 高等学校における中途退学者問題

平成9年度の高等学校・高等専門学校への進学

率は97%であった。高等学校の通信制課程への進

学者を除くと96%である。昭和49年から90%をこ

える進学率が続き、義務教育化してきている高等

学校教育の中で、中途退学者(平成 8年度で11万

1，989人、在籍者の2.5%)の増加が大きな問題と

なっている。文部省では平成 8年度に実態調査を

行い、中途退学対策として以下の政策を進めてい

る。生徒による選択中心の教育課程を編成するな

ど高等学校教育の多様化、弾力化、個性化の推進、

「参加する授業」、「分かる授業」の徹底等、個々の

生徒に応じた手厚い指導を行うこと、積極的な進

路変更を可能にするため転編入学の積極的受入れ、

転校・転科許可の弾力化など聞かれた高等学校教

育の仕組みを整えることなどである(青少年白書

平成10年度版)。勤務校では毎年3月の年度末は、

単位未修得の生徒に対して、留年、転学、中途退

学の選択肢の中から最終進路を選択させる厳しい

時期となる。このような指導を行うにあたり、担

任及ぴ関係教師の心労は著しく、教師が自らの無

力を感じる時でもある。中途退学者の増加は生徒

数の減少につながり、学校運営上様々な問題を投

げかける。反面影響力のある問題生徒が抜けるこ

とで、落ち着いて生徒の教育に取り組めるように

なる。皮肉なことである。多量の中途退学者を出

した後は、教師は生徒指導に振り回されることが

少なくなり、学級経営・教科指導に力を注ぐこと

が可能になる。生徒たちも落ち着き、充実した高

校生活を送り卒業していく。チャイムがなっても

席に着かない、教師を無視しておしゃべりをする、

ガムやアメを食べる、小学校で問題にされている

学級崩壊ではなく、高校の授業風景である。教科

書・ノート・筆記用具ではなく、鞄の中から次々

と出されるのは化粧道具・漫画本、そして鳴り響

く携帯電話だ。高校の教室は騒然としている。こ

のような無秩序な状況は、真面目に勉強しようと

している生徒の意欲をそぎ、あきらめと無力感を

与える結果となる。ついには、少なからぬ生徒が

影響を受けて同様のことを始めてしまう。皆横並

びにならないと、仲間はずれにあう大衆文化があ

るからかもしれない。 90%をこえる進学率の中で、

いろいろな生徒が入ってくる。「イヤイヤながら」

分からない授業を聞き、試験され、窮屈な校則に

縛りつけられるのは生徒にとっては無意味なこと

である。早期に適切な判断をし、それぞれの生徒

に合った生きる道を見つける方向へ、指導を転換

する方がよいと言う意見もある。

しかし、中途退学者が社会で働ける職業は少な

い。労働条件や労働環境が厳しく、低賃金の職が

主となる。それでも、仲間に恵まれ楽しく働き、

豊かな人格形成ができる職場環境があるならいい。

こうした好条件の職場がいくつあるのだろうか。

経済成長が見込まれない社会状況の中で、高校中

途退学者の雇用は厳しい。さらに、高校中途退学

女子は男子より厳しい雇用状況にある。せめて高

校を卒業させたいという親の気持ちはよくわかる。

厳しい社会の中で、少しでも良い条件で就職させ

たいとの親心である。昨年6月に浦和少年鑑別所

を訪問した。所長は、「非行少年が更生して社会で

生きていくためには、高校卒であるか、高校中途

退学であるかが大きな鍵となる。中途退学者には

難しい現実がある」と語った。高校教育に携わる

者として、意欲のない生徒や指導の難しい生徒を

多く抱えることに対しては、マイナス効果を考え

ると尻込みしたくなる。しかし、教育の原点を考

えると問題行動をおこす生徒こそが最も教育と教

師を必要としているのかもしれない。最近は、不

登校児童・生徒の増加により、学校へ行かなくて

もいいという雰囲気が助長されている。学校教育

の行きづまりもあり、義務教育ではない高校教育

は、無理をしてまで受けなくてもよいものである。

とはいうものの、アイデンティティの確立と自立

の達成は、思春期・青年期を通じての発達課題で

ある。達成するためには、同世代の生徒との交流

と人間関係を育てることが重要になる。学校では

自然に仲間を作ることができるが、家に閉じこも

っていたのでは難しい。自分を写す鏡となる友人

を、どの様に作っていくかが学校へ行かない若者

の課題となるだろう。

以上のことをふまえると、中途退学者の発生を

予防するためには、文部省の指摘する高校教育の

多様化、個性化、弾力化の推進と、「参加する授業」

「分かる授業」の徹底、およびその生徒に合ったこ
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まやかで忍耐強い指導が必要で、ある。安易に問題

生徒を見限り、切り捨てる指導にならないよう、

教師と親の頻繁な情報交換、学校全体での一致し

た指導と協力体制を作ることが大切で、ある。尚、

文部省の対策として、積極的な進路変更を可能に

する転編入学生の受入れは、高校教育全体を統括

する上では欠かせない施策だと思う。しかし、個々

の学校では、入学を許可した生徒に対しては、最

後まで責任を持って指導することが前提になるこ

とを忘れてはならない。定時制高校の先生から「全

日制でダメだから定時制で、では困るJ と言われ

たが、その通りだ。中途退学者問題は、一旦原級

留置にするにしても、進路変更をさせるにしても、

教師にとってつらい状況を生み出す。困難な状況

の中でも、人聞を育てる教育という仕事に携わる

者として、生徒の可能性を信じて最善を尽くさな

ければならない。

6 教師の健康管理

燃えつき症候群(パーンアウト・シンドローム)

とは、「何かひとつの物事をやり遂げることに対し

て、自己のエネルギーの大半をそそいで取り組み、

それにやり甲斐を感じて没頭していた人が、あた

かも自己を燃焼し尽くしたかのように、突然それ

までの情熱や意欲を失い、無気力になって、それ

に取り組むことができなくなってしまう状態のこ

とJ (国分康孝、 1998)をいう。ケースワーカーや

看護婦が多くかかる。子どもへの支援を通して自

己のエネルギーを激しく消耗させる教師も同様に

かかりやすい。仕事量や責任ばかりが増加する多

忙な執務の結果、生き生きとした感情を失い燃え

つきた状態になった教師にとって、学校は命をす

り減らす堪え難い場所になる。過重な仕事は、心

身症や神経症を発症させたり、自殺・過労死を引

き起こしたりし、教育に及ぽす影響は甚大で、ある。

勤務校でもこのような状態で苦しむ教員は多い。

文部省のまとめでは、 1997年度に精神性疾患で休

職している公立小・中・高等学校の教員は約1，600

人、 5年連続の増加である。教育問題を語るとき、

教育を担う教員の健康問題を忘れてはならない。

それにもかかわらず、教師の健康問題は、いつも

後回しになっているのではないだろうか。高等学

校では、健康管理医の任命・衛生管理者の任命・

衛生委員会の設置が義務つけられたが、教員の健

康を守るための十分な活動ができない状態で、ある。

原因の一つは、教員の健康に対する意識の問題が

ある。“教職は聖職"とする意識が、労働強化を容

認させ、自分の健康悪化を認めさせない、人に助

けを求めさせないなど、教師一人一人を孤立状態

に追いやっている一面があるのではないだろうか。

学校は、様々な仕事を、校務分掌として分担する

ことで成り立っている組織である。仕事は平等に

分担されているように見えながら、実際は個人の

事情や責任の重さに違いがあり、労働量の違いが

生まれてくる。また、教育に対する考え方の違い

やクラスがどのような子どもで構成されるかによ

って労働量が異なってくる。様々な条件の中で学

校組織の構成員である各教師の仕事量は一様で‘は

ない。少々のきしみはあっても、全体としてうま

く動いていくのが組織である。組織が円滑に機能

しなくなるのは、小さなきしみが解消する事なく

絶えず積み重なり、大きく膨れ上がるからである。

きしみが累積する環境とは、一教員の能力を越え

るほどの仕事にもかかわらず、「各自の能力でどう

にかしなさい」、「するべきだ」とする雰囲気が校

内に広がっている状態である。これは、危機的な

事態である。「困った時には皆で相談して解決して

いく」協力体制がないと、教師は孤立し、エネル

ギーを消費し続け、やがては燃えつきてしまうだ

ろう。その結果、学校の教育活動は停滞し、子ど

もたちは混舌しする。

家庭や社会・地域の教育力の低下は、自己中心

的な子どもを増やしている。著者の経験からする

と、低学力の生徒、自律できない生徒、教師の丁

寧な指導を要する子どもの割合は増加していると

の印象が強い。良心的な教師ほど仕事を一心に背

負い、消耗し切ってしまいやすい。健康を維持し

て勤務し続けるためには、教師聞の意思疎通と協

力体制を強化し、柔軟で、融通のきく暖かい学校組

織を作ることが基本的な条件となろう。燃えつき

症候群は、管理職より経験年数の浅い若い教諭や

養護教諭がかかりやすいという研究もある(佐藤、

1996)。職務ストレスが多くかかるためであろう

か。養護教諭も労働者の一人として、自分の健康
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管理に責任を持ちつつ、職務ストレスに対抗でき

る体力・人間関係を作っていかなければならない。

さらに、セルフ・カウンセリングの技法として自

律訓練法、フォーカシング、アサーショントレー

ニング、イメージ療法などを習得し、心理テスト

やエゴグラムと併せて自分を知るために用いるこ

とも有益で、あろう。教師も自分自身の精神状態を

健康に保つ努力が必要で、ある。生徒のためのカウ

ンセリング技法だけではなく、まず自分自身への

カウンセリング技法の活用である。教師が自分の

日々のストレスをうまく発散させ、良好な精神状

態で勤務することは、子どもを正しく理解するこ

とにつながる。子どもは、教師を写す鏡である。

健康で充実した生活を送る教師は、余裕を持って

子どもの良い面に目を向け育てることができる。

よい教育を行うためには、学校全体として協力体

制のある組織を作ること、燃えつき症候群の教員

を生み出さないこと、養護教諭自身も燃えつきな

いことが大事である。現代は精神ストレスを受け

やすい社会である。養護教諭は、学校保健の専門

家として精神医学の知識を深めるとともに、地域

の医療・相談機関、ネットワークと連携した活動

を展開することが重要になるだろう。

まとめ

現代の高校生活は、親からの心理的離乳を果た

し自立するための自分っくりをする場である。し

かし、自分っくりという課題に取り組めず、自分

を見失い混乱をきたしている子どもが多いのでは

ないか。心と体は不可分で、あり、生徒は、だるい・

ぽんやりする・何もする気がしないと嘆き、腹痛・

頭痛・不快感・吐き気など不定愁訴を訴える。基

本的生活習慣を乱してる生徒は多い。原因となる

不規則な生活習慣を改めることで不定愁訴の多く

はなくなると考えているが、肝心の生徒の行動を

変容させることは難しい。一部の生徒は遅刻・早

退・欠席を繰り返した結果、単位を習得できずに

中途退学をしていく。生活習慣の乱れの背景にあ

る根本原因の心の問題に迫らないと、子どもたち

の行動変容は起こらないのではないかと考えてい

る。共感的理解と受容する指導で子どもが心を開

くようになるなら、問題解決への道は開ける。

生徒の体調が不良になる原因を考える資料とし

て、家庭及び学校生活に関するアンケート調査を

3年間にわたって行った。分析の結果は、紀要『高

校生の不定愁訴と家庭及び学校生活一一県立高校

の事例を通して一一~ (久保・坂西、 1999)にまと

めた。不定愁訴は本人の意識に基づいたものであ

り、客観的な行動として確認されたものではない

ので限界はある。研究では、不定愁訴のカテゴリ

ーを以下の 3つに分けた。身体症候群 r頭が重

い、ぼんやりする、頭が痛い」、「ねむい」、「体が

だるい」、「目が疲れる」、「肩がこる」、「おなかが

痛い」のどれか一つ以上を選択した生徒。衝動群:

「大声を出したり、思いきりあばれまわりたい」、

「イライラする」、を選択した生徒。思考停滞群:

「なにもする気がしない」、「考えがまとまらない」

を選択した生徒。注意を要するのは、健康状態の

自覚や、心配ごと/悩みごと、登校嫌悪、家庭に

望むこと、健康面で気をつけていること、いずれ

の面においても衝動群は他の二群よりも否定的な

傾向を強く示したことである。衝動群の生徒が、

どのような高校生活を送り、社会に巣立つた後ど

のような生活を送っているのか、継続調査してい

ないのでわからない。筆者の経験からすると、様々

な不満から学校不適応を起こし遅刻・早退・欠席

を繰り返す生徒は、「大声を出したいJ r思いきり

あばれまわりたいJ rイライラするJ rムカつく」

という言葉を口にすることが多い。こうした生徒

の実態と研究の結果を重ね併せて、衝動群の生徒

を中途退学者問題と結びつけたが、継続調査がな

いままでの考察には論拠が弱かったかもしれない。

今後は、衝動傾向を持つ生徒の高校生活を見てい

きたい。増加傾向にある高校生の中途退学は、大

きな問題になっている。勤務校でも、毎年多くの

退学者を出す。様々に対応を工夫する教師の指導

もむなしく、いったん軌道をはずれた生徒が生活

を立て直すのは容易なことではない。

中途退学に直接結びっく問題行動は、遅刻・早

退・欠席である。出席日数が足りなくなると、結

果的に単佐の修得ができなくなるからである。暴

力や喫煙・薬物依存及ぴ性行動の逸脱が直接原因

となって中途退学することはない。これらの問題
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行動は、あくまでも間接的原因である。間接原因

が家庭生活、学校生活の乱れを引き起こし、授業

欠席や学業不振を招き、最終的に中途退学を発生

させる。研究 1で、退学していった生徒は、入学

当初からすでに他の生徒以上に学校生活や人間関

係、身体状態に対する消極的な意識を強く持って

いることが示唆された。この結果は、生徒の心の

奥底にコンプレックスや、葛藤が蓄積しており、

それらに接近しないと問題は解決しないことを示

唆している。
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18.暖かい季節でも、手足が冷えて困ることがある

19. 血圧が高いと、医者に言われたことがある

20.血圧が低いと、医者に言われたことがある

21.足がけいれんを起こし、ひきつけることがある

22.顔や頭、肩などにときどきピクピクけいれんを起

こすことがある

23. けいれんの発作(ひきつけやてんかんなど)を起

こしたことカずあるー

24. 関節がときどき痛む

25. 神経痛やリューマチで悩むことがある

26.背中や腰が痛くて、勉強がやりにくいことがある

27.尿の出具合が悪い

28.尿の回数が多い

29.尿を出すとき、やけるように痛む

30. 尿の色が赤黄色をしている

31.他の人に顔がむくんでいると言われる

32. じんましんができやすい

33.脳貧血を起こしやすい
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34.ぜん息のようになりやすい(呼吸音がゼーゼ一、

ヒューヒューする)

35. のり物に酔いやすい

36. この頃目立つて太ってきた

37. この頃目立つてやせてきた

38. きわめて健康である

39. 身体がひどく疲れて健康が気になる

40.身体は病弱なほうだと思う

41.目が赤くなりやすい

42. 目やにがでやすい

43. 目がかゆくなりやすい

44.涙がいつも流れる

45. ときどき眼が痛む

46.視力異常(近視、遠視、乱視など)がある

47. コンタクトレンズを使用している

48.義眼がある(右・左)

49.教室の中がまぶしい

50.耳の聞こえが悪い

51.鼻がつまる

52.いつも口を開けている

53. こい鼻汁がでる

54. うすい鼻汁がでる

55. くしゃみが続けてでる

56.声がかれる

57. たびたび「のど」がはれて熱がでる

58.現在耳鼻咽喉科にかかり治療を受けている

59. う歯(むし歯)がある

60.歯ぐきがよく腫れたり、出血したりする

61.たびたび、ひどい歯痛で苦しむことがある

62.歯並び、が悪い

63.歯を磨いていない

64.噛み合わせが反対である(下あごが前方に出てい

る)

65. 口の中があれやすい

66.試験や質問を受けると、汗をかいたりふるえたり

する

67.物ごとを、ゆっくりしないと間違えやすい

68. いつも決断がつきにくい

69. いつもそばに相談相手が欲しい

70.仲間と一緒lこいても孤独(一人ぽっちでさびしい)

を感じる

71.いつもおもしろくなく、気がふさいでいる

72. ときどき泣くことがある

73. いつもみじめで憂欝である

74. 人生にはまったく希望がないように思われる

75.死んでしまいたいとか、すべての物から逃れたい

と思う

76.ちょっとした事でも心配したり、気にかかつて仕

方がない

77.いつもくよくよしている

78.人から神経質だと，思われている

79. ひどいノイローゼ(神経症)に催ったことがある

80.神経科又は精神科で治療を受けたことがある

81.特に恥ずかしがりやの方である

82.他人の評判が気になる

83. 自分は気むずかしやだと思っている

84.感情を害しやすい方だと思っている

85.他人に誤解されやすい方だと思う

86.友人に対しても気を許さない

87. ちょっとした事で、すぐ気がいら立つ

88. いつも自制していないと失敗する

89. ちょっとした事ですぐ怒る

90. 人から指示されると腹がたつ

91.緊張すると、よく体がふるえる

92.怒鳴りつけられるとすくんでしまう

93.恐ろしい夢でときどき目がさめる

94.恐ろしい考えが心をかすめることがある

95. ときどきわずかな事で急におぴえることがある
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